
 

新規事業採択時評価結果（平成１８年度新規事業化予定箇所） 

担 当 課 ：有料道路課 

担当課長名：木村 昌司 

路線名 
東北中央自動車道 
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事業概要  

東北中央自動車道は、相馬市を起点として、福島市、米沢市及び山形市を経由して横手市に至る延長２６

８km の高速自動車国道である。福島県、山形県、秋田県の主要都市を結ぶとともに、常磐自動車道、東北自

動車道、山形自動車道、秋田自動車道と接続することから、山形県内陸部と南東北、北東北地域相互の高規

格道路網を形成し、経済・産業・文化の発展、広域的な連携による地域の自立の促進並びに活力ある地域社

会の形成に欠くことのできない根幹的な基盤施設である。 

事業の目的、必要性  

高畠町～上山市間の整備により、並行する一般国道１３号とのダブルリンクによる道路交通の信頼性向上、

福島と山形等の県都間の旅行時間短縮、一般国道１３号の混雑緩和・地域環境改善、沿道地域の住民生活・

経済・産業・文化への貢献、地域計画の推進・実現、地域活性化への寄与といった効果が期待される。 

全体事業費    １，０８０億円 計画交通量 ９，７００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用 総便益  基準年  費用対効果 

分析結果 

３．２ 

    ８０５億円

事 業 費：７３０億円

維持修繕費： ７６億円

 

    ２，６１２億円 

走行時間短縮便益：２，３８１億円 

走行経費減少便益：  １７３億円 

交通事故減少便益：   ５８億円 

平成１７年 

感度分析の結果  

交通量変動：B/C=３．９(交通量+10%)  B/C=２．９(交通量-10%) 

事業費変動：B/C=３．０(事業費+10%)  B/C=３．６(事業費-10%) 

割引率変動：B/C=２．８(割引率+ 1%)   B/C=３．８(割引率- 1%) 

事業の効果等  

・指標２（新幹線・空港へのアクセスが向上する） 
→円滑なモビリティの確保（第二種空港へのアクセス向上が見込まれる（米沢市⇔山形空港）） 

・指標３（高次医療施設までの搬送時間が短縮される） 
→安全で安心できるくらしの確保（三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる（米沢市⇔山形中央病院））

・指標４（拠点都市間を連絡し、相互の連携が図られる） 
→国土・地域ネットワークの構築（当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線

を構築する（山形市⇔米沢市）） 
他７項目に該当

関係する地方公共団体等の意見  

当該区間は、事業中の福島～米沢、米沢～米沢北、供用中の米沢南陽道路及び山形上山～東根とのネット
ワークを形成し、東北自動車道・山形自動車道と連結することから、福島～米沢北と一体的な整備を行なう
ことが、より大きな整備効果を発揮するものであり、米沢南陽道路及び山形上山～東根の有料道路に挟まれ
た区間であることから、両区間の利用拡大を図るうえでも有料道路の一連の区間として早急な整備を要望さ
れている。（山形県） 

事業概要図  

 

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価格を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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